
ドム語の訓話 ∗

Dom admonitory lecture

千田俊太郞
TIDA Syuntarô

1 はじめに

本稿ではパプア・ニューギニアのシンブー州で話されるドム語のテキストとして訓話に
ついての語りを扱ふ。語り手はウル・アルノル、グミネ地區のドム地域 (第一ドム)のヤイ
レ・マウレ出身で、調査時點で推定 70代の、ノン・ク氏族に屬する男性である。錄音は
2017年 9月 17日にヤイレ・マウレで行なつた。長さは 9分程度である。
訓話 (£Ďkrn £Ĺkaman)はドム語においてはお伽話 (£

Ă
kup £Ĺkaman)とともに £Ĺkaman「話」と

いふジャンルの口承傳統である (千田 2013)。本來は一定年齡 (水汲みや柴刈ができるやう
になつた兒童程度)以上の男性が共同生活する「男の家」で、大人が子供に聞かせる話であ
つたが、男の家の衰退とともに、本來の形での繼承はほぼ途絕えてゐると考へられる。こ
こに示すテキストも訓話そのものではなく、訓話の思ひ出し語りである。
語釋付きテキストの日本語譯はできるだけドム語表現に忠實に直譯したが、全譯では全

體を讀みやすくするために少し表現に手を入れた。
テキストの言語表現に關する特徵をいくつか指摘しておきたい。まづ、發音、語彙、そ

の他全般にわたり、年長者らしい特徵を維持してゐる。ドム語では多音節語の語末の母音
eがしばしば脫落する。第一ドムの若い世代では eの脫落が起こつた形式しか使はない者
もゐる。本テキストの話者は若い世代に比べると、語末の eがはつきり發音された場合が
多い。
語末の eについては、本來存在したのかどうかが分からないものや、古い世代において

すでに失はれてゐたと考へられるものもある。例へば「バナナ」は現在の第一ドムの方言
では £Ďkamといふ語形を使ひ、£Ďkameといふ發音は他のシンブー系諸言語の語形のやうに
聞こえるといふ。ドムでも主に年長者に £Ďkameといふ發音をする場合が時々見られるが、
通常一貫しない。周邊の諸言語では kame (Tabare, Sinasina), kabe (Golin), kambe (Kuman)の
やうに、全て語末に母音 eを持つてゐるため、比較の證據からは祖形の語末に eが立てら
れる。おそらくドムでは e脫落が早くに起こつて定着した語彙の一つなのだらう。このテ
キストでも「バナナ」を表す語の發音は £Ďkamがほとんどだが、一度だけはつきり £Ďkame

と發音してゐる。

∗ 本論文の一部は JSPS科硏費 JP16H03416, JP17H02333, JP18K00533の成果の一部である。テキストの書き
起こし作業は息子のミンタイ・マルクス氏とともに行なふことができ、筆者の知らなかつた表現について
解說をいただいたほか、言ひ誤りにあたると考へられる部分についても討論することができた。記して謝
意を表するものである。
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子音連續 l+k で先行する l が脫落する傾向も若い世代のドム語話者に顯著に見られる。
特に、連用形の聲調が下降型で語幹末に lをもつ、下降型 l語幹の動詞に否定の接語 +£Ĺkl-

が後續する際に、動詞語幹の聲調が高平型になり、かつ動詞語幹末の lが脫落することは、
若い世代の話者にとつては完全に義務的規則になつてゐるものと見られる。年長者はこの
規則は任意にしか適用されず、叮嚀な發話では聲調交替も l 脫落も起こさない。ただし、
普通の發話スピードではこのことを確認することは非常に難しい。k の前の lは短い無聲
の軟口蓋側面音 [Ï

˚
]の異音で現れ、ピッチの移行も分節音の存在も確認しづらいのである。

本テキストでは、下降型 l語幹の動詞に否定の接語が後續する環境で、lの維持が二度確認
できる (26, 36)。
トク・ピシンからの借用語には、£Ďmoni「金 (錢)」(28)、£Ďkot「裁判」(39)、£Ďpren「友逹、

戀人」(45)、£Ďpopo「パパイヤ」(48)、£Ďpe「支拂」(58)、£Ďsapol「スコップ」(63)、£Ďpati「宴」
(105)のほか、數詞 £Ďpaip「五」(99)、£Ďsiks「六」(100)、£Ďsepen「七」(100)があつた。いづ
れも、本來のドムの固有語にない槪念を表すものか、ドムの固有語では一語で表現できず
長い表現になるものである。若い世代では、本來のドムの固有語で充分に表現しうる場合
にもトク・ピシンからの借用を行なふことがあるが、本テキストではそのやうな例はない
やうである。

2 昔の敎へ

2.1 語釋付きテキスト

(1) £
Ă
na

我
£Ďkomne

初
£Ĺape

父
£
Ă
mna*

母
£Ďbol

COM

£Ďkomne

初
£Ĺmo-pga

居-1SG.SRD

£Ďipe,

上方.あの
£Ĺene,

さて
£Ĺgaal

子供

£Ďkul-e

產-CONJ(SS)

£Ďyal

男
£Ĺike

家
£Ďer-e

移-CONJ(SS)

£Ďkrn

訓
£Ĺkaman

話
£Ďto-gwi,

與-3SG.DEM

£Ďyal

男
£Ĺike

家
£
Ă
ere**

火

£Ďbri

集積
£Ĺsuta

三
£Ďgal-gwe.

燒-3SG.DEC

我々が昔、兩親と一緖に暮らしてゐたころ、子供を生み、[子供が成長したら]男の家
にやつて、訓話を聞かせる際には、男の家に三箇所火を焚いたものだ。
(*「私の母」は通常上稱型の聲調をもつ (£Ĺmna) が、「父母」の對表現の中でしばしば高平型の聲調で現れ

る。**£
Ă
ereは「火」と「薪、柴」の二つの意味をもつ。文脈に合せて語釋を選ぶことにする。)

(2) £Ďgal

燒.INF

£Ďkor-e=£Ĺpare,

COMPL-CONJ(SS)=後 (SS)

£Ĺene,

さて
£Ĺgaal

子供
£Ďele

列
£Ďs-o

(打)-IMP

£Ďdu-gwe.

言-3SG.DEC

さうして、子供に竝ぶやうに言ふ。
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(3) £Ĺgaal

子供
£Ĺbol

臺
£Ĺteul

剝.INF

£
Ă
yu,

持つて來る.INF

£Ĺbol

臺
£Ĺteul

剝.INF

£
Ă
yu

持つて來る.INF

£Ďbna

端
£
Ă
kole

片方
£
Ă
kole

片方

£Ĺye

置.INF

£Ĺwenape

圍
£Ďsu-gwa,

(打)-3SG.SRD

子供は寢臺の板を外してきて、寢臺の板を外してきて爐端のぐるり全てに置いて、

(4) £
Ă
na

我
£Ďbna

端
£
Ă
kole

片方
£
Ă
kole

片方
£Ďi

DEM

£Ďmol

居.INF

£Ďmol

居.INF

£
Ă
u

來.INF

£Ĺwenape

圍
£
Ă
s

(打).INF

£Ďkor-pgo,

COMPL-1PL.CONJ(DS)

£Ĺene

さて
£Ďyal

男
£Ďi

DEM

{kar ka} £
Ă
ka

詞
£Ĺkare

既
£
Ă
kal-e

足-3SG.POSS

£Ďkol*

動.INF

£Ďdu-gwe.

言-3SG.DEC

我々が爐端のぐるりに坐り終はると、男が話を始める。
(*£

Ă
kale £Ďkol-「足を動かす」は「始める」の意の慣用句。)

(5) £
Ă
ka

詞
£
Ă
kal-e

足-3SG.POSS

£Ďkol

動.INF

£Ďd-rale

言-FUT-1SG

£Ďdu-gwi

言-3SG.DEM

£Ďkomne

初
£Ďwone

甚
£Ďipe,

上方.あの
£Ĺana,

さて

(£Ď)komna

野菜
£Ďkunl*

盜
£Ďno-pga

⻝-1PL.SRD

£
Ă
ka

詞
£Ďi

DEM

£Ďdu-gwe.

言-3SG.DEC

最初に話さうとすることは、昔、盜みをはたらく話をした。
(*£Ďkunlは「盜みで」を意味する副詞で、主に取得・消費を表す動詞と組み合はせて使はれる。この後の文

脈から明らかなやうに、その槪念範疇は不貞を含むものである。)

(6) £
Ă
en

汝
£Ďkunl

盜
£Ďi

DEM

£
Ă
ne+(£Ĺ)kl-o

⻝ +NEG-IMP

£Ďdu-gwe.

言-3SG.DEC

「盜みはするな」と言つた。

(7) £Ďyal

男
mol-£Ĺa-ga

居-FUT-2SG.SRD

£Ĺene

さて
£Ďyal

男
£
Ă
ta*

他
£Ĺepi

妻.3SG.POSS

£
Ă
d

言.INF

£Ĺye+(£Ĺ)kl-o**.

置 +NEG-IMP

大人 (既婚)になつたら他人の妻を誘つてはならない、
(*£

Ă
taは「一、他」を意味するほか、反事實 (irrealis) の標識である場合があるが、嚴密に區別することは難

しいことが多い。「一」で解釋しにくい場合に文脈に合ふ語釋を與へる。**£
Ă
d £Ĺye-「言ふ + 置く」は「言ひ

寄る」の意の慣用句。)
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(8) £Ďkunl

盜
£
Ă
i+(£Ĺ)kl-o

交 +NEG-IMP

£Ďdu-gwe.

言-3SG.DEC

不貞をはたらいてはならないと言つた。

(9) £Ĺene

さて
£Ĺyel

如是
£
Ă
d

言.INF

£
Ă
ne

1NSG.EXCL

£Ďto-gwa

與-3SG.SRD

£Ĺp-pga

聞-1PL.SRD

£Ĺyel

如是
el-£Ĺa-n=(£Ď)ba

する-FUT-2SG=ADVRS

£Ďkura

戰
£Ďbol-e

(衝)-CONJ(SS)

£Ĺtalame

悶着
el-£Ĺa-n=£

Ă
(£Ď)wa

する-FUT-2SG=節末
£Ďdu-gwe.

言-3SG.DEC

このやうに敎へられ、「そんなことをすると、諍ひ・面倒を起こすことになる」と言
つた。

(10) £Ĺyel

如是
£Ďwone

正
£Ďwone

正
£
Ă
e+£Ĺkl-o.

する +NEG-IMP.

£
Ă
kle=(£

Ă
)d

靜=ADVR

£
Ă
mol-o

居-IMP

£Ďdu-gwe.

言-3SG.DEC

「決してそんなことはしてはならない、愼め」と言つた。

(11) £Ĺyel

如是
£
Ă
d

言.INF

£
Ă
ne

1NSG.EXCL

£
Ă
te-re,

與-CONJ(SS)

£Ĺwan

巡.INF

£
Ă
ere

DEST

£Ďnl

水
£
Ă
nule

川
£Ďna-ga

行.FUT-2SG.SRD

£Ďime=£Ďwe,

下方.あの=句末
£
Ă
ka

詞
£Ďbl

大
£
Ă
d+(£Ĺ)kl-o

言 +NEG-IMP

£Ďdu-gwe.

言-3SG.DEC

我々にかう言つて、川に降りて行く時には大聲を出すなと言つた。

(12) £
Ă
ka

詞
£Ďbl

大
£
Ă
d-re

言-CONJ(SS)

wan-£Ĺa-n=(£Ď)ba,

巡-FUT-2SG=ADVRS

£Ďyal

男
£
Ă
ta

一
£Ďkunl

盜
£Ďne-na-gwa

⻝-FUT-3SG.SRD

£Ďyal=£
Ă
rae

男=MK

£Ĺmu

背
£Ďkl=£

Ă
la

方=LOC

£Ďi

DEM

£Ďklaa=£
Ă
d

密=ADVR

£
Ă
u,

來.INF

大聲を出して步くと、盜みをはたらくやうな者は後ろからこつそりやつて來て、

(13) £
Ă
u

來.INF

£Ĺkal

物
£Ďime

下方.あの
£Ĺau

握.INF

£
Ă
i-re

持-CONJ(SS)

£
Ă
ere

DEST

£Ďna-n,

行.FUT-3SG.CONJ(DS)

£
Ă
en

汝
£
Ă
duul

跡

£
Ă
p

行.INF

£
Ă
s

打.INF

£
Ă
torma

混
£Ďte-go,

(與)-2SG.CONJ(DS)

人の物を手にして持ち去つて、[その人の足跡が]お前の足跡と混ざつてしまふと、
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(14) £
Ă
en

汝
£
Ă
kal-n

足-2SG.POSS

£
Ă
duul

跡
£Ďi=£

Ă
rae

DEM=MK

£
Ă
duul

跡
£Ďbol

追.INF

£
Ă
ere

DEST

£
Ă
ila

內
£Ďu-na-n,

來-FUT-3SG.CONJ(DS)

[犯人を探す者が]お前の足跡をつけて家にやつて來て、

(15) £
Ă
en

汝
£Ďbola

豚
£Ĺkui

償
£Ďyu

徒
£Ďte-na-n=£Ďua

與-FUT-2SG=節末
£Ďdu-gwe.

言-3SG.DEC

お前は身に覺えがなくとも豚で償ひ (£Ĺkui)をすることになると言つた。

(16) £Ďkumap

償
el-£Ĺa-n=(£Ď)wa

する-FUT-2SG=節末
£Ďdu-gwe.

言-3SG.DEC

償ひ (£Ďkumap)をすることになると言つた。

(17) £
Ă
en

汝
£
Ă
ila

內
£Ďime

下方.あの
£
Ă
ka

詞
£Ďdral

贅
£
Ă
d-re

言-CONJ(SS)

£Ĺwan+(£Ĺ)kl-o.

巡 +NEG-IMP

£
Ă
kle

靜
£
Ă
kle=(£

Ă
)d

靜=ADVR

£Ĺwan-o.

巡-IMP

£Ďdu-gwe.

言-3SG.DEC

お前は下の方で無駄口を叩いて步くな、靜かに步けと言つた。

(18) £Ĺana

さて
£Ĺapal

女
£Ĺkepa

薩摩芋
£Ĺbike

洗
£Ďs-na-gwal

(打)-FUT-3SG.LOC

£Ďipe

上方.あの
£Ďna-dae

行.FUT-2SG.MK

さて、上の方の女が芋を洗ふところに行く際には、

(19) £
Ă
en

汝
£
Ă
kuul

山
£Ďipe

上方.あの
£
Ă
ere

柴
£Ĺsu

刈.INF

£
Ă
i-re

持-CONJ(SS)

£Ďu-na-dae

來-FUT-2SG.MK

山で柴刈をして歸つて來る時など、

(20) £
Ă
kuul

山
£Ďipe

上方.あの
£
Ă
u-re

來-CONJ(SS)

£Ďp-go

聞-2SG.CONJ(DS)

山で聞くに、
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(21) £Ďyopal

人
£
Ă
ila

內
£Ďime

下方.あの
£Ĺapal

女
£Ĺgaal

子供
£
Ă
ila

內
£Ďime

下方.あの
£Ĺkepa

薩摩芋
£Ĺbike

洗
£
Ă
s

(打).INF

£Ďmol

居.INF

£Ďd-na-n

NVS-FUT-CONJ(DS)

人が、女子供が下の方で芋を洗ふ音がしたら、

(22) £
Ă
en

汝
£Ĺa

あー
£Ĺma

RED

£
Ă
d

言.INF

£
Ă
ka

詞
£Ďdu

歌
£
Ă
s-re

(打)-CONJ(SS)

£
Ă
ka

詞
£Ďdral

贅
£
Ă
d-re

言-CONJ(SS)

£Ďu-o

來-IMP

£Ďdu-gwe.

言-3SG.DEC

「あー」とか「おい」とか言つたり歌を歌つたりして、ごちやごちや言ひながら道を
行くものだと言つた。

(23) £Ďu-na-n=£Ďiba

來-FUT-2SG=ADVRS

£
Ă
ye

3SG

£Ďpl-e=£Ĺpare

聞-CONJ(SS)=後 (SS)

お前が來ても、その人は物音を聞いて、

(24) £
Ă
el#£Ďer

肌脫ぎ
£
Ă
mana=(£

Ă
)d

忘我=ADVRS

mol-£Ĺa-gwa

居-FUT-3SG.SRD

£Ĺau

握.INF

£
Ă
topa

整
£Ďs-na-n

(打)-FUT-3SG.CONJ(DS)

£Ĺau

握.INF

£
Ă
topa

整
£
Ă
s

(打).INF

mol-£Ĺa-gwa

居-FUT-3SG.SRD

あられもない姿で油斷してゐたとしても裝ひをかき合はせて、かき合はせてゐたな
らば、

(25) £Ďu-na-g+£
Ă
i=£

Ă
rae

來-FUT-2SG+DEM=MK

£
Ă
ye

3SG

£Ďalaa

喊
£
Ă
ta

IRR

£
Ă
s+(£Ĺ)kl-a-m=(£Ď)wa

(打)+NEG-FUT-3SG=節末
£Ďdu-gwe.

言-3SG.DEC

お前が來るといふときにも叫ぶことはないと言つた。

(26) £
Ă
ye

3SG

£
Ă
pl+£Ĺkl-e

知 +NEG-CONJ(SS)

mol-£Ĺa-n

居-FUT-3SG.CONJ(DS)

£
Ă
en

汝
£
Ă
nomane

考へ
£Ďpl

思.INF

£Ďmol

居.INF

£
Ă
p

行.INF

£Ďime

下方.あの
£
Ă
geu

接
£
Ă
d

(言).INF

£Ďi-ge

遇-2SG.CONJ(SS)

その人が知らずにをれば、お前が思ひ耽つて (聲も立てずに)下りて行つて出くはし
た時に、
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(27) £
Ă
ye

3SG

£
Ă
na

1SG

£Ĺkal-na=(£
Ă
)rae

物-1SG.POSS=MK

£Ĺkan-n-o?

見-2SG-INT

£
Ă
d-re

言-CONJ(SS)

£Ďalaa

喊
£Ďs-na-wdae

(打)-FUT-3SG.MK

£
Ă
en

汝

£Ďbola-n

豚-2SG.POSS

£Ĺkui

償
£
Ă
te-re

與-CONJ(SS)

£
Ă
di

斧
£Ďmik

錢
£Ďbl

大
£Ďte-na-n=£Ďua

與-FUT-2SG=節末
£Ďdu-gwe.

言-3SG.DEC

「お前、わたしのモノを見たね」と言つて叫ぶから、お前は豚で賠償し、また金錢を
もやるはめになると言つた。

(28) (£Ď)mik

錢
£Ďmoni

金錢
£Ďte-na-n=£Ďua

與-FUT-2SG=節末
£Ďdu-gwe.

言-3SG.DEC

金錢をやるはめになると言つた。

(29) £
Ă
en

汝
£Ĺyel

如是
£
Ă
e+£Ĺkl-o

する +NEG-IMP

£Ďdu-gwe.

言-3SG.DEC

こんなことはするなと言つた。

(30) £Ďu-na-ga

來-FUT-2SG.SRD

£Ďipe

上方.あの
£Ďp-go

聞-2SG.CONJ(DS)

£Ĺapal

女
£
Ă
nuul

川
£Ďime

下方.あの
£Ďmol

居.INF

£Ďd-na-n

NVS-FUT-3SG.CONJ(DS)

お前が來る際に上手で聞くに、女が下手の川にゐる氣配がしたら

(31) £Ĺa

あー
£Ĺma

RED

£
Ă
d-re

言-CONJ(SS)

£Ďnu

咳
£
Ă
s-re

(打)-CONJ(SS)

£
Ă
ere

DEST

£Ďu-na-n=£Ďba

來-FUT-2SG=ADVRS

£
Ă
ye

3SG

£Ďpl-e=£Ĺpare

聞-CONJ(SS)=後 (SS)

£Ďel

する.INF

£
Ă
kun

整
el-£Ĺa-m=(£Ď)wa

する-FUT-3SG=節末
£Ďdu-gwe.

言-3SG.DEC

「あー」とか「おい」とか言つたり、咳拂ひをしたりしながら下りてゆけば、その人
も聞いて (身だしなみを)整へるのだと。

(32) £
Ă
ta

一
£Ĺyel

如是
£
Ă
du-gwe.

言-3SG.DEC

一つはさういふことを言つた。
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(33) £
Ă
ta,

他
£Ĺal-n

兄弟-2SG.POSS

£Ďkomne

初
£Ĺike

家
(£Ĺ)ke

建.INF

pai-£Ĺna-gwa

泊-FUT-3SG.SRD

£Ďai

所

ほかには、お前の兄さんの住む家に*

(*ここでの「家」は普段男が共同生活をする「男の家」ではなく、個々人が妻子のために建てる「女の家」。)

(34) {£Ĺepi}
妻.3SG.POSS

[£
Ă
wi]

夫.3SG.POSS

£
Ă
ere

DEST

£Ďna-n=£
Ă
kene

行.FUT-3SG.CONJ(DS)=後 (DS)

{£
Ă
ila=(£Ď)mo

內=か
e}
ええ

£
Ă
ila

內
£Ďwau

留守
ye-£Ĺna-n=(£

Ă
)kene

(有る)-FUT-3SG.CONJ(DS)=後 (DS)

£
Ă
en

汝
£
Ă
ere

柴
(£

Ă
)ta

一
£Ĺsu

刈.INF

£Ďop

把手
£Ďel

作.INF

£Ĺkn

肩にかける.INF

£Ďi-na-dae

取-FUT-2SG.MK

{奧さんが }[夫が]出かけてしまつて {家にといふか }家が留守の時に、お前が柴刈
をして括つて肩にかけて行く場合は、

(35) £Ĺkn

肩にかける.INF

£
Ă
yu

持つて來る.INF

£Ďmena

外
£Ďi

DEM

£Ďer

移.INF

£Ďkor-e=£Ĺpare

COMPL-CONJ(SS)=後 (SS)

£
Ă
en

汝

£
Ă
ere

DEST

£Ďyal

男
£Ĺike

家
£Ďp-o

行-IMP

£Ďdu-gwe.

言-3SG.DEC

肩にかけて運んで來たら (その家の)外に下ろしてしまつてお前は男の家に歸れと言
つた。

(36) £Ĺapal

女
£Ĺike

家
£
Ă
ila

內
£Ďi

DEM

£
Ă
ere

柴
£Ĺye-re

置-CONJ(SS)

£Ďmol+£Ĺkl-o

居 +NEG-IMP

£Ďdu-gwe.

言-3SG.DEC

女の家の中で柴を下ろして留まるなと言つた。

(37) mol-£Ĺa-n=(£Ď)ba

居-FUT-2SG=ADVRS

(£Ĺ)ke

建.INF

£Ĺpa-gwa

泊-3SG.SRD

£Ĺapal

女
£Ďu-na-wdae,

來-FUT-3SG.MK

留まると、住んでゐる女が歸つて來るだらう?

(38) £Ďu-na-n

來-FUT-3SG.CONJ(DS)

£Ĺapal

女
£
Ă
nomane

考へ
£
Ă
ki

惡
£Ĺpa-gwa

內在-3SG.SRD

mol-m+£
Ă
ia,

居-3SG+EXPL

£
Ă
u-re

來-CONJ(SS)

£
Ă
en

汝
£
Ă
en

汝
£Ďgur-a-m=£Ďua

引-FUT-3SG=節末
£Ďdu-gwe.

言-3SG.DEC

[女が]來たら、女といふのは惡い考へをもつものだから、來てお前のことを押し倒
すと言つた。
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(39) £Ďgur-a-n

引-FUT-3SG.CONJ(DS)

£
Ă
ka

詞
£Ďkot

裁判
el-£Ĺa-n=(£Ď)wa

する-FUT-2SG=節末
£Ďdu-gwe.

言-3SG.DEC

押し倒されたら、[姦通の]裁判をすることになると言つた。

(40) £Ďbola

豚
£Ĺkui

償
£Ďte-na-n=£Ďua

與-FUT-2SG=節末
£Ďdu-gwe.

言-3SG.DEC

豚で償ひをすることになると言つた。

(41) £
Ă
di

斧
£Ďmik

錢
£Ďte-na-n=£Ďua

與-FUT-2SG=節末
£Ďdu-gwe.

言-3SG.DEC

財產を渡すことになると言つた。

(42) £Ĺyel

如是
£
Ă
e+£Ĺkl-o

する +NEG-IMP

£Ďdu-gwe.

言-3SG.DEC

そんなことはするなと言つた。

(43) £
Ă
en

汝
£
Ă
ere

DEST

£
Ă
p

行.INF

£Ďyal

男
£Ĺike

家
£Ďipe

上方.あの
£
Ă
mol-o

居-IMP

£Ďdu-gwe.

言-3SG.DEC

お前は、上の方の男の家に行つて [そこに]ゐろと言つた。

(44) £
Ă
ye

3SG

£
Ă
u

來.INF

kan-£Ĺa-n

見-FUT-CONJ(DS)

£
Ă
ere

柴
ye-£Ĺna-gwa

有-FUT-3SG.SRD

£Ĺkan-e

見-CONJ(SS)

£Ĺkepa

薩摩芋

ke-£Ĺna-wdae

炊-FUT-3SG.MK

£
Ă
al

呼
£Ďd-na-wdae

言-FUT-3SG.MK

£Ĺkepa

薩摩芋
£Ĺke

炊.INF

£
Ă
en

汝
£Ďte-na-wdae

與-FUT-3SG.MK

その人 (嫂)は歸つて來て見るに、柴が (外に)置いてあれば見付けて、芋を炊いたら
呼び聲を上げて、お前に芋を炊いてくれるのだから、

(45) £
Ă
yu

持つて來る.INF

£Ďyal

男
£Ĺike

家
£
Ă
en

汝
£Ďte-na-n

與-FUT-3SG.CONJ(DS)

£
Ă
ne-rre,

⻝-CONJ(SS)

£Ĺena

さて
£
Ă
pu

夕

£Ďd-na-wdae

(言)-FUT-3SG.MK

£
Ă
p

行.INF

£
Ă
ge

娘
£Ĺapal

女
£Ďpren

友
pai-£Ĺna-gwal

泊-FUT-3SG.LOC

£Ĺkau

歌垣
£
Ă
d-re

(言)-CONJ(SS)

wan-£Ĺa-ga

巡-FUT-2SG.SRD

£
Ă
ere

DEST

£Ďna-n=£Ďua

行.FUT-2SG=節末
£Ďdu-gwe.

言-3SG.DEC

男の家に持つて來てお前にくれたら⻝べて、そして日が暮れたら未婚の女の子の親
しいのが泊まつてゐるところにでも、歌垣をして過ごしに行けと言つた。
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(46) £Ĺene

さて
£
Ă
en

汝
£
Ă
ere

柴
£Ĺye-re

置-CONJ(SS)

£Ĺapal

女
£Ĺike

家
£
Ă
mo+£Ĺkl-o

居-NEG-IMP

£Ďdu-gwe.

言-3SG.DEC

そして、お前は女の家に柴を下ろして居付くなと言つた。

(47) £
Ă
ta

一
£Ĺyel

如是
£
Ă
d

言.INF

£Ďkor-gwe.

COMPL-3SG.DEC

一つはさういふことを言つた。

(48) £
Ă
ta

他
£Ďi=£Ďwe

DEM=句末
£Ďyal

男
£
Ă
ta

他
£
Ă
bo

砂糖黍
£Ďkame

バナナ
£Ďkomna=£Ďya

野菜=と
£Ĺkepa=(£Ď)ya

薩摩芋=と
£Ďkopa=£Ďa

赤い蛸の木=と

£Ďarawa=£Ďa

南瓜=と
£
Ă
gn

茸
£Ďpopo=£Ďo*

パパイヤ=と
£Ĺkal

物
£Ďi

DEM

ye-£Ĺna-gwa

有-FUT-3SG.SRD

£Ďime

下方.あの
£
Ă
en

汝
£
Ă
p

行.INF

£Ĺau+(£Ĺ)kl-o

握 +NEG-IMP

£Ďdu-gwe.

言-3SG.DEC

ほかには、下の方 [の畑]で他人が、砂糖黍にバナナ、野菜と薩摩芋と、赤い蛸の木
の實と、南瓜と、パパイヤ、といつたものを持つてゐたら、行つて手を付けるなと言
つた。
(*パパイヤは £Ďpopo だが、類別語として £

Ă
gn「茸」が添へられることがある。)

(49) £
Ă
en

汝
£Ĺnene

自
ye-£Ĺna-ga

所有-FUT-2SG.SRD

£Ĺkal

物
£Ďi

DEM

£
Ă
i

取.INF

£Ďn-o

⻝-IMP

£Ďdu-gwe.

言-3SG.DEC

お前が自分で持つてゐるものを取つて⻝べろと言つた。

(50) £Ďyal

男
£
Ă
ta

他
ye-£Ĺna-gwa

所有-FUT-3SG.SRD

£Ďime

下方.あの
£
Ă
en

汝
£
Ă
p

行.INF

£Ĺau

握.INF

£Ďi-na-n=£Ďiba,

取-FUT-2SG=ADVRS

他人の下の方の所有物に、行つて手を付けて取つたら、

(51) £
Ă
ye

3SG

£
Ă
p

行.INF

£
Ă
p

行.INF

£Ďime

下方.あの
kan-£Ĺa-n

見-FUT-3SG.CONJ(DS)

£Ĺye+(£Ĺ)kl-a-n

有 +NEG-FUT-3SG.CONJ(DS)

£
Ă
na

我
£Ĺkal

物
£Ĺye-krae

所有-1SG.MK

£Ĺala

誰
£Ĺau

握.INF

£Ďi-m-e?

取-3SG-INT

£
Ă
d-re

言-CONJ(SS)

£Ďkoga

被害を言ひ募ること
£Ďs-na-n

(打)-FUT-3SG.CONJ(DS)

その人が下りて行つて、無くなつてゐるのを見たら、「俺が持つてゐたものは誰が取
つたんだ?」と行つて聲を上げたら、
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(52) £Ďyal

男
£
Ă
ta

一
£Ĺkan

見.INF

£Ďmol-e

居-CONJ(SS)

£Ďyal

男
£Ďi

DEM

£Ďo-gwa

行-3SG.SRD

£Ďdu-m-a,

(言)-3SG-PERM

£Ďi-ral

取-IMM

£Ďyu-m=£Ďua

取-3SG=節末
£Ďd-na-n

言-FUT-3SG.CONJ(DS)

£
Ă
en

汝
£
Ă
di

斧
£Ďmike

錢
£Ĺtope

贖
£Ďte-na-n=£Ďua

與-FUT-2SG=節末

£Ďdu-gwe.

言-3SG.DEC

見守つてゐる人の中から「この男が [そちらへ]行つたからな。取つたに違ひない。」
と言ふのが出て、財貨で贖ふことになると言つた。

(53) ye-£Ĺna-gwa

所有-FUT-3SG.SRD

£Ďwone

正
£Ďwone

正
£Ĺkan+(£Ĺ)kl-o,

見 +NEG-IMP

£Ĺau

握.INF

£
Ă
i+(£Ĺ)kl-o

取 +NEG-IMP

£Ďdu-gwe.

言-3SG.DEC

人のものは全く見もするな、手に取るなと言つた。

(54) £
Ă
en

汝
£
Ă
p

行.INF

£Ďime

下方.あの
{pag} £Ĺkan-go

見-2SG.CONJ(DS)

pai-£Ĺna-n

稔-FUT-CONJ(DS)

£Ĺkan-e

見-CONJ(SS)

£
Ă
en

汝

£Ďai

場所
£
Ă
te-re

與-CONJ(SS)

£
Ă
ere

DEST

£
Ă
ba

所
£
Ă
ta

他
£
Ă
p-re

行-CONJ(SS)

£
Ă
ere

DEST

£Ďp-o

行-IMP

£Ďdu-gwe.

言-3SG.DEC

下の方に行つて、[畑に]なにかなつてゐるのを見たら、お前は避けて、他所に行きな
さいと言つた。

(55) £Ĺkan

見.INF

£Ďkor-o

捨-IMP

£Ďdu-gwe.

言-3SG.DEC

見たら放つておけと言つた。

(56) £Ĺau

握.INF

£
Ă
i+(£Ĺ)kl-o

取 +NEG-IMP

£Ďdu-gwe.

言-3SG.DEC

手を付けて取るなと言つた。

(57) £Ĺyel

如是
£
Ă
d

言.INF

£
Ă
ne

1NSG.EXCL

£Ďto-gwe.

與-3SG.DEC

我々にさう言つた。

11



(58) £Ĺau

握.INF

£Ďi-na-dae

取-FUT-2SG.MK

£
Ă
en

汝
£Ďpe

支拂
el-£Ĺa-n=(£Ď)wa

する-FUT-2SG=節末
£Ďdu-gwe.

言-3SG.DEC

手を付けて取つたら賠償することになると言つた。

(59) £Ĺtope

贖
el-£Ĺa-n=(£Ď)wa

する-FUT-2SG=節末
£Ďdu-gwe.

言-3SG.DEC

償ひをすることになると言つた。

(60) £Ĺena

さて
£
Ă
ta

他
£Ďi=£Ďwe

DEM=句末
£Ĺene

さて
£Ĺyel

如是
£Ďdu-gwe.

言-3SG.DEC

さて、ほかには、こんなことを言つた。

(61) £
Ă
en

汝
£Ĺgaal

子供
£
Ă
ta

IRR

£
Ă
mo+£Ĺkl-a-ga

居 +NEG-FUT-2SG.SRD

£Ďyal

男
mol-£Ĺa-ga

居-FUT-2SG.SRD

£Ďmo-n+£
Ă
a.

居-2SG+EXPL

お前は子供ではなく大人 (既婚男性)になる存在だ。

(62) £Ĺapal

女
(£

Ă
)ta

一
£
Ă
i

交.INF

wan-£Ĺa-ga*

巡-FUT-2SG.SRD

£Ďikn=£Ďrae

時=MK

£Ďkonan

仕事
el-£Ĺa-gi

する-FUT-2SG.DEM

£Ďbnan**

力

£Ďwone

正
£Ďbol

(切).INF

£
Ă
el-o

する-IMP

£Ďdu-gwe.

言-3SG.DEC

女を娶つた時には仕事にもうんと力を入れろと言つた。
(*「交はる + 巡る」は「結婚する」(千田 2002)。**£Ďbnan は必ず動詞 £Ďbol-「切る、被る」の連用形と一緖

に使はれ、全體で「力を込めて」といふ意味の副詞的表現として使はれる。£Ďwone「正しい、とても」の

やうな強調語は £Ďbnan の後に置かれる。)

(63) £Ĺkere

掘棒
£Ďsapol

スコップ
£Ĺau-re

握-CONJ(SS)

£
Ă
palan

汗
bol-£Ĺa-gwi

かく-FUT-3SG.DEM

(£Ĺ)ku

嚙.INF

£
Ă
yale

水平.この

£Ďer-e

移-CONJ(SS)

£
Ă
el-o

する-IMP

£Ďdu-gwe.

言-3SG.DEC

掘棒・スコップを持つて汗をかいたら嚙み飛ばして仕事しろと言つた。
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(64) £Ďe-ge

する-2SG.CONJ(DS)

£Ďe-ge

する-2SG.CONJ(DS)

£Ďkonan

仕事
£Ďi

DEM

£
Ă
ere

DEST

£Ďmena

外
£Ďile

水平.あの

£Ďna-n=£
Ă
kene

行.FUT-3SG.CONJ(DS)=後 (DS)

£Ĺkepa

薩摩芋
£Ďi

DEM

£Ĺsuna

中
£Ĺsuna

中
£Ďi

DEM

£Ďkomna

野菜
£Ĺkal

物
£Ďi

DEM

£Ĺsuna

中
£Ĺsuna

中
£Ďi

DEM

£Ďgua

過度
£Ĺpai

稔.INF

£
Ă
i

取.INF

£Ďna-m=£Ďua

行.FUT-3SG=節末
£Ďdu-gwe.

言-3SG.DEC

さうしていつて、仕事 (耕作)が端の方まで進んだら、薩摩芋も入り雜じり野菜など
も入り雜じり、山程できると言つた。

(65) £Ĺpai

稔.INF

£
Ă
i

取.INF

£Ďna-wdae

行.FUT-3SG.MK

£Ďyopal

人
£
Ă
ta

一
£Ďu-na-gwa

來-FUT-3SG.SRD

£
Ă
s

穫.INF

£
Ă
yu-re

持つて來る-CONJ(SS)

£Ĺke-re

炊-CONJ(SS)

£Ďte-na-m=£Ďua

與-FUT-3SG=節末
£Ďdu-gwe.

言-3SG.DEC

山程できたら、人が來た時に穫つてきて炊いてあげられる (程になる)と言つた。

(66) £
Ă
ka

問題
£
Ă
ta

一
pai-£Ĺna-wdae

生起-FUT-3SG.MK

£
Ă
bo

砂糖黍
£Ďkam

バナナ
pai-£Ĺna-gwa

稔-FUT-3SG.SRD

bal-£Ĺa-n=(£Ď)wa*

刈-FUT-2SG=節末

£Ďdu-gwe.

言-3SG.DEC

物入りがあつたら砂糖黍・バナナがなつてゐるのを刈ることができると言つた。
(*砂糖黍は £Ďbal-「刈る」、バナナは £Ĺwe-「伐る」を「收穫する」の意味で用ゐるが、ここでは「砂糖黍」

と「バナナ」といふ慣用對句に對して £Ďbal-「刈る」を使つてゐる。砂糖黍とバナナはともに慶弔の際の進

物として使はれる。)

(67) £Ďkomna

野菜
£Ĺkepa

薩摩芋
wou-£Ĺna-m=(£Ď)wa*

掘-FUT-3SG=節末
£Ďdu-gwe.

言-3SG.DEC

野菜・薩摩芋を掘れると言つた。
(*野菜は £

Ă
s-「打つ・採る」など、薩摩芋は £Ĺwou-「掘る」を「收穫する」の意味で用ゐるが、ここでは

「野菜・薩摩芋」といふ慣用對語に對して £Ĺwou-「掘る」を使つてゐる。「野菜・薩摩芋」は⻝べ物一般の

ことを指す。この文と次の文の主語は三人稱單數になつてゐるが、ミンタイ・マルクス氏によると文脈か

らは當時の聞き手であつた語り手に言及する二人稱單數の方が自然だといふ。三人稱單數であれば、語り

手の妻が主語として想定されることにならう。畑仕事では砂糖黍・バナナは男の領域、薩摩芋・野菜は女

の領域になる。)
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(68) £Ĺwau-re

掘-CONJ(SS)

£
Ă
i

取.INF

£
Ă
p

行.INF

£
Ă
p

行.INF

£Ďyopal

人
£Ďte-na-m=£Ďua

與-FUT-3SG=節末
£Ďdu-gwe.

言-3SG.DEC

ずつと [畑を]掘つていつて、人にあげられる (程たくさんできる)と言つた。

(69) £Ďyopal

人
£Ďu-na-gwa

來-FUT-3SG.SRD

£Ĺep-n

妻-2SG.POSS

£Ďi

DEM

£Ĺke

炊.INF

£Ďyu-na-n=£
Ă
kene

持つて來る-FUT-3SG.CONJ(SS)

£
Ă
en

汝
£
Ă
ere

柴
£Ĺsu

刈.INF

£Ĺye-re

置-CONJ(SS)

£Ďmo-go=£
Ă
kene

居-2SG.CONJ(DS)=後 (DS)

人が來たら、お前の奧さんが炊いて持つて來て、お前は柴を刈つてきておいて、

(70) £
Ă
ere

柴
£Ĺsu

刈.INF

£
Ă
i

取.INF

£
Ă
p

行.INF

£
Ă
ila

內
£Ďer-e

移-CONJ(SS)

£Ĺye-go=(£
Ă
)kene

置-2SG.CONJ(DS)=後 (DS)

£Ĺep-n

妻-2SG.POSS

£Ďi

DEM

ke-£Ĺna-gwa=(£
Ă
)rae

炊-FUT-3SG.SRD=MK

£Ďyopal

人
£Ďu-na-gwa

來-FUT-3SG.SRD

£Ĺekl#£Ĺwa=(£
Ă
)d

あらかた=ADVR

£Ďt-o

與-IMP

£Ďdu-gwe.

言-3SG.DEC

柴を刈つて家に入れて置いておいたら、奧さんが炊いて、[そこに]人が來たら全部
あげろと言つた。

(71) £
Ă
te-re

與-CONJ(SS)

mol-£Ĺa-gi

居-FUT-2SG.DEM

£Ďwai

良
pai-£Ĺna-m=(£Ď)wa

內在-FUT-3SG=節末
£Ďdu-gwe.

言-3SG.DEC

[人に]あげてゐれば、幸せになれると言つた。

(72) £
Ă
en

汝
£
Ă
te+(£Ĺ)kl-a-gi

與 +NEG-FUT-2SG.DEM

£
Ă
en

汝
£Ďyopal

人
£
Ă
en

汝
£Ďd-na-m=£Ďua;

言-FUT-3SG=節末
£Ďgar-n

體-2SG.POSS

£Ďkai

呪

£Ďs-na-m=£Ďua

打-FUT-3SG=節末
£Ďdu-gwe.

言-3SG.DEC

お前が [人に]あげなければ、人はお前を論ふ;陰口をきくと言つた。

(73) £
Ă
ere

DEST

£Ďmena

外
£
Ă
p-re

行-CONJ(SS)

£Ďyopal

人
£
Ă
ki

惡
£Ďmol-m=£Ďua=£

Ă
d

居-3SG=節末=QUOT

£Ĺyel

如是
£Ďd-na-m=£Ďua

言-FUT-3SG=節末

£Ďdu-gwe.

言-3SG.DEC

[その人はお前の家を]出て行つてから、「[あいつは]惡い人だ」と、かう言ふだらう
と言つた。
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(74) £Ďwai

良
£Ďel

する.INF

£Ďt-o

與-IMP

£Ďdu-gwe.

言-3SG.DEC

よくしてやれと言つた。

(75) £Ĺana

さて
£Ĺyel

如是
£
Ă
d

言.INF

£
Ă
ne

1NSG.EXCL

£Ďto-gwe.

與-3SG.DEC

さて、我々にこんなことを言つたのだ。

(76) wan-£Ĺa-ga

巡-FUT-2SG.SRD

£Ďime

下方.あの
£Ďkonan

仕事
el-£Ĺa-gi

する-FUT-2SG.DEM

el-£Ĺa-ga

する-FUT-2SG.SRD

el-£Ĺa-ga

する-FUT-2SG.SRD

£Ďwai

終
£Ďs-na-gwa

(打)-FUT-3SG.SRD

£Ďikn

時
£Ďi

DEM

下の方で畑仕事をして囘る時は、耕し終はつたら、

(77) £
Ă
ere

柴
£Ĺsu-re

刈-CONJ(SS)

£Ĺkn-e

肩にかける-CONJ(SS)

柴を刈つて [肩から]下げて、

(78) £Ďkipa-n=£
Ă
la

肩-2SG.POSS=LOC

{kn-e}
肩にかける-CONJ(SS)

kn-£Ĺa-ga

肩にかける-FUT-2SG.SRD

£Ďai=£
Ă
rae

場所=MK

£Ĺkn-e

肩にかける-CONJ(SS)

£Ĺpaal-e

着-CONJ(SS)

肩から下げたら下げておいて、

(79) £Ďkan

紐
£
Ă
i-re

取-CONJ(SS)

£Ďop

把手
£Ďel

作.INF

£Ĺkn-e

肩にかける-CONJ(SS)

紐になるものを取つて、取つ手をつけて [肩から]下げて、

(80) £
Ă
te

そして
£Ďarwai

長
ye-£Ĺna-gwa=(£

Ă
)rae

有-FUT-3SG.SRD=MK

£Ďkipa-n=£
Ă
la

肩-2SG.POSS=LOC

£Ĺkau-re

擔-CONJ(SS)

£Ďu-o

來-IMP

£Ďdu-gwe.

言-3SG.DEC

そして長いのがあれば肩に擔いでこいと言つた。

15



(81) £Ďu-na-d£
Ă
ae

來-FUT-2SG.MK

£
Ă
u-re

來-CONJ(SS)

£Ĺkn

肩にかける.INF

£Ďyu-na-dae

持つて來る-FUT-2SG.MK

£Ĺapal

女
£Ĺike

家

£Ďer-o

移-IMP

£Ďdu-gwe.

言-3SG.DEC

着いたら、[肩から]下げてきたのは女の家にやれと言つた。

(82) {tewa} £Ĺkau

擔.INF

£Ďyu-na-dae

持つて來る-FUT-2SG.MK

£
Ă
i

持.INF

£Ďyal

男
£Ĺike

家
£
Ă
p

行.INF

£
Ă
ere

薪
£Ĺeul

割.INF

gal-£Ĺa-n+(£
Ă
)a.

焚-FUT-2SG+EXPL

£Ĺeul-o

割-IMP

£Ďdu-gwe.

言-3SG.DEC

擔いできたのは男の家に持つて行つて、薪割りして火を焚くのがいい、薪割りしろ
と言つた。

(83) £Ĺyel

如是
el-£Ĺa-gi=(£

Ă
)rae

する-FUT-2SG.DEM=MK

£Ĺapal

女
£
Ă
i=(£

Ă
)rae

DEM=MK

£
Ă
p

行.INF

kan-£Ĺa-n

見-FUT-3SG.CONJ(DS)

£
Ă
ere

柴

ye-£Ĺna-n

有-FUT-3SG.CONJ(DS)

さうすれば、女は歸つてきて柴があるのを見たら

(84) £Ďkomna

野菜
£Ĺkepa

薩摩芋
£Ĺwou

掘.INF

£Ďyu-na-gwa

持つて來る-FUT-3SG.SRD

£Ĺkware

既
ke-£Ĺna-n

炊-FUT-3SG.CONJ(DS)

£
Ă
omale=(£

Ă
)kan

晝=正
£Ďne-na-n=£Ďua

⻝-FUT-2SG=節末
£Ďdu-gwe.

言-3SG.DEC

野菜・薩摩芋を掘つて來たのをすぐに炊けるから、お前は晝間のうちに⻝事ができ
ると言つた。

(85) {£
Ă
en}

汝
£Ĺapal

女
£Ďi

DEM

£
Ă
p

行.INF

£Ďime

下方.あの
kan-£Ĺa-n

見-FUT-3SG.CONJ(DS)

女が下の方 (女の家)で見るに、

(86) £Ĺkepa

薩摩芋
£Ĺwou

掘.INF

£
Ă
i-re

取-CONJ(SS)

£Ďna-n

行.FUT-3SG.CONJ(DS)

kan-£Ĺa-n

見-FUT-3SG.CONJ(DS)

£
Ă
ere

柴

£Ĺye+(£Ĺ)kl-a-n

有 +NEG-FUT-3SG.CONJ(DS)

£
Ă
ere=(£Ď)we=£

Ă
d

柴=句末=QUOT

£
Ă
kna

耳.3SG.POSS

£Ďgur-a-gwa*

引-FUT-3SG.SRD

薩摩芋を掘つて歸つてきて、見るに柴がなければ、柴に困つて
(*£

Ă
kna £Ďgur-「耳を引つ張る」は「困る」の意の慣用表現。)
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(87) £
Ă
u

來.INF

£Ďbarwai

長期間
£Ďna-n

行.FUT-3SG.CONJ(DS)

£
Ă
ere

柴
£Ďkui

新
su-£Ĺra-l=(£

Ă
)d

刈-FUT-1SG=QUOT

wan-£Ĺa-n

巡-FUT-3SG.CONJ(DS)

£Ĺkamn

天
gr-£Ĺa-m=(£Ď)wa

暮-FUT-3SG=節末
£Ďdu-gwe.

言-3SG.DEC

長いこと經つてから改めて柴刈りをしようと出步くうちに、日が暮れると言つた。

(88) £Ĺyel

如是
£
Ă
d

言.INF

£
Ă
ne

1NSG.EXCL

£Ďto-gwe.

與-3SG.DEC

我々はこんなことを言はれたもんだ。

(89) £
Ă
en

汝
£Ďyal

男
£Ĺike

家
£Ďipe

上方.あの
£
Ă
ere

薪
£Ďipe

上方.あの
£Ďer-a-n=£Ďba

移-FUT-2SG=ADVRS

£Ďyal

男
£Ĺike

家
£
Ă
ere

薪
£Ĺeul

割.INF

£Ĺkoa=(£
Ă
)d

完=ADVR

£Ďgal

燒.INF

£Ďyal

男
£Ĺike

家
mol-£Ĺa-n=(£Ď)ba

居-FUT-2SG=ADVRS

お前は、上の方の男の家に、薪を持ち込んで、薪を割つて火を焚いて男の家にゐて、

(90) £Ĺnika

暖
£Ďd-na-gwa

(言)-FUT-3SG.SRD

mol-£Ĺa-ga

居-FUT-2SG.SRD

£Ďwai

良
pai-£Ĺna-m=(£Ď)wa

內在-FUT-3SG=節末
£Ďdu-gwe.

言-3SG.DEC

暖かくしてゐられるのがいいだらうと言つた。

(91) £
Ă
en

汝
£
Ă
ere

柴
£Ĺsu

刈.INF

£
Ă
yu

持つて來る.INF

£Ďyal

男
£Ĺike

家
£
Ă
ta

IRR

£
Ă
ga+£Ĺkl-a-n=(£Ď)ba

燒 +NEG-FUT-2SG=ADVRS

お前が柴刈りをして持つて來て男の家で火を焚くといふことをしなければ、

(92) £Ĺike

家
(£Ĺ)ke

建.INF

pai-£Ĺna-ga

泊-FUT-2SG.SRD

£Ĺiraun

茅
£Ďdiwi

軒
£
Ă
i=(£

Ă
)rae

DEM=MK

£Ĺgui

冷
ke-£Ĺna-m=(£Ď)wa

(癒)-FUT-3SG=節末

£Ďdu-gwe.

言-3SG.DEC

お前の家は軒先まで冷えてしまふと言つた。
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(93) £Ĺgui

冷
ke-£Ĺna-n=(£

Ă
)kene

(癒)-FUT-3SG.CONJ(DS)=後 (DS)

£
Ă
en

汝
£
Ă
ere=(£Ď)we=£

Ă
d

薪=句末=QUOT

£
Ă
wa#£Ĺdu

探.INF

£
Ă
p

行.INF

£Ďyal

男
£
Ă
ta

他

(£Ĺ)ke

建.INF

pai-£Ĺna-gwal

泊-FUT-3SG.LOC

£
Ă
ere

DEST

£
Ă
ila

內
£Ďna-n=£Ďua

行.FUT-2SG=節末
£Ďdu-gwe.

言-3SG.DEC

冷えたら「薪、薪」と探して、他人の家に行つて立ち入ることになると言つた。

(94) £Ďi

DEM

£Ďdogwa

火
£Ďsipn

切れ端
£Ďkol=£Ďwe

ざま=句末
£Ďdu-pn=£Ďua

言-1PL=句末
£Ďdu-gwe.

言-3SG.DEC

これは燃えさしを人の家で集めるやうな輩と言ふのだと言つた。

(95) £Ĺyel

如是
£
Ă
e+£Ĺkl-o

する +NEG-IMP

£Ďdu-gwe.

言-3SG.DEC

こんなことはするなと言つた。

(96) £Ĺyel

如是
£
Ă
d

言.INF

£
Ă
ne

1NSG.EXCL

£Ďto-gwe.

與-3SG.DEC

我々はこんなことを言はれたもんだ。

(97) £Ďbola

豚
£Ĺtop

贖
£Ďs-na-gi

(打)-FUT-2SG.DEM

£Ďbola

豚
£Ďi

DEM

£Ĺapal

女
£Ďbola

豚
£Ďi

DEM

£Ĺsu

二
£Ĺtop

贖
£Ďs-o

(打)-IMP

£Ďdu-gwe.

言-3SG.DEC

豚を買ふ*ときには、豚は雌豚なら二匹買へと言つた。
(*「買ふ」ことは貨幣經濟の導入以前からあつた。貨幣の無かつた時代には貝殼、斧、鳥の羽根などが交

換財だつた。)

(98) £Ďyal

男
£Ďbola

豚
£
Ă
ta

IRR

kul-£Ĺa-gi

飼-FUT-2SG-DEM

£Ďtenan

同一
£
Ă
ta

一
£
Ă
kul-o

飼-IMP

£Ďdu-gwe.

言-3SG.DEC

雄豚を飼ふなら一匹飼へと言つた。

(99) £Ĺapal

女
£Ďbola

豚
£Ďi

DEM

£Ĺsu

二
kul-£Ĺa-n=(£Ď)ba

飼-FUT-2SG=ADVRS

£Ďbl

大
mol-£Ĺa-gwa

居-FUT-3SG.SRD

£Ďikn=(£
Ă
)rae

時=MK

£Ĺgaale

仔

kul-£Ĺa-gwrae

產-FUT-3SG.MK

£
Ă
ta

一
£Ďi

DEM

£Ďpaip

五
kul-£Ĺa-m=(£Ď)wa

產-FUT-3SG=節末
£Ďdu-gwe.

言-3SG.DEC

雌豚を二匹飼へば、大きくなつたら仔を產んで、一方は五匹を產むと言つた。
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(100) £
Ă
ta

一
£Ďi

DEM

£Ďsiks

六
£Ďsepen

七
kul-£Ĺa-m=(£Ď)wa

產-FUT-3SG=節末
£Ďdu-gwe.

言-3SG.DEC

もう一方は六匹、七匹を產むと言つた。

(101) kul-£Ĺa-gwi=(£
Ă
)rae

產-FUT-3SG.DEM=MK

£
Ă
en

汝
£Ĺkal

物
£Ďdu-m+£

Ă
ia.

有-3SG+EXPL

產んだのはお前のものだから、

(102) £Ďkonan

仕事
£Ďel

する.INF

yal-£Ĺa-ga

植-FUT-2SG.SRD

£Ďime=£
Ă
rae

下方.あの=MK

£Ĺkepa

薩摩芋
£Ďne-na-m+£

Ă
ia.

⻝-FUT-3SG+EXPL

お前の下の方の畑 (耕し植ゑたところ)で薩摩芋を⻝べるだらう。

(103) £Ďbola

豚
£
Ă
i=(£

Ă
)rae

DEM=MK

£
Ă
u

來.INF

£Ďbl

大
£Ďna-n

行.FUT-3SG.CONJ(DS)

£Ĺpawa

肥
£
Ă
s-re

(打)-CONJ(SS)

£Ďpor

巨

mol-£Ĺa-m=(£Ď)wa

居-FUT-3SG=節末
£Ďdu-gwe.

言-3SG.DEC

豚が大きくなつたら、肥えて大きくなると言つた。

(104) £
Ă
ka

問題
£
Ă
ta

一
pai-£Ĺna-gwa

生起-FUT-3SG.SRD

£
Ă
ta

一
£
Ă
s

殺.INF

ke-£Ĺna-n=(£Ď)wa

炊-FUT-2SG=節末
£Ďdu-gwe.

言-3SG.DEC

物入りの時には一匹屠つて調理できると言つた。

(105) £Ďpati

宴
£
Ă
ta

一
pai-£Ĺna-gwa

生起-FUT-3SG.SRD

£
Ă
s

打.INF

ke-£Ĺna-n=(£Ď)ba

炊-FUT-2SG=ADVRS

£Ďyopal

人
£
Ă
ta

一

gol-£Ĺa-gwa

死-FUT-3SG.SRD

£
Ă
ta

一
£
Ă
s

打.INF

ke-£Ĺna-n=(£Ď)wa

炊-FUT-2SG=節末
£Ďdu-gwe.

言-3SG.DEC

宴 (慶弔の集まり)があつても屠つて調理でき、人が死んでも一匹屠つて調理できる
と言つた。

(106) £
Ă
ta

一
£Ďyu

普通
mol-£Ĺa-gwi=(£

Ă
)rae

居-FUT-3SG.DEM=MK

£Ĺapal

女
£Ďulpe

婚禮
£
Ă
ta

一
pai-£Ĺna-gwa

生起-FUT-3SG.SRD

[屠らずにゐる豚が]まだゐれば、婚姻儀禮があつて、
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(107) £Ĺapal=(£
Ă
)ta

女=一
£Ďi-ra-l=£

Ă
d

取-FUT-1SG=QUOT

el-£Ĺa-gwa

する-FUT-3SG.SRD

£
Ă
ta

一
£Ďkan

繩
£Ďkol

括.INF

£
Ă
i

取.INF

£Ďna-n=£Ďua

行.FUT-2SG=節末
£Ďdu-gwe.

言-3SG.DEC

女を娶らうとする者があれば、[豚を]一匹繩で括つて連れてこられると言つた。

(108) £Ĺkal

物
£
Ă
kan=(£

Ă
)kan

種=種
£
Ă
ta

IRR

pai-£Ĺna-wdae

生起-FUT-3SG.MK

£Ďbola

豚
mol-£Ĺa-gwa

居-FUT-3SG.SRD

£Ĺkal

物

el-£Ĺa-ga

する-FUT-2SG.SRD

£Ďwai

良
pai-£Ĺna-m=(£Ď)wa

內在-FUT-3SG=節末
£Ďdu-gwe.

言-3SG.DEC

いろんなことが起こつた時に、豚がゐれば、事を行ふのに良いと言つた。

(109) £Ďi

DEM

£
Ă
ta

IRR

£
Ă
mo+£Ĺkl-a-gwa

居 +NEG-FUT-3SG.SRD

これ (豚)がゐなければ、

(110) £
Ă
en

汝
£Ďbola

豚
£Ďi

DEM

£
Ă
ta

IRR

£Ĺtop

贖
£
Ă
s

(打).INF

£
Ă
ku+£Ĺkl-a-ga

飼 +NEG-FUT-2SG.SRD

お前が豚を買つて飼はなければ、

(111) £
Ă
en

汝
£Ďbola

豚
£Ĺkal

物
£Ďkan

種
£
Ă
ta

IRR

£Ĺye+(£Ĺ)kl-a-gwa

有 +NEG-FUT-3SG.SRD

お前に豚や他の財產がなければ、

(112) £
Ă
en

汝
£Ďd-na-n

言-FUT-3SG.CONJ(DS)

£
Ă
en

汝
£Ĺkan

見.INF

£
Ă
mle

上
£Ďi

DEM

£Ďer-go

移-2SG.CONJ(DS)

£Ĺkamn

天
£Ĺkawa

雲

£Ďipe

上方.あの
£Ďd-na-m=£Ďua

有-FUT-3SG=節末
£Ďdu-gwe.

言-3SG.DEC

(人は)お前のことを論ふが、お前が見上げると空がある [ばかりだ]と言つた。
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(113) £Ĺaal-n

兄弟-2SG.POSS

£
Ă
ta

他
£Ďi=£

Ă
rae

DEM=MK

£Ĺkal

物
ye-£Ĺna-gwa

有-FUT-3SG.SRD

£Ďyu-na-m=£Ďua

持つて來る-FUT-3SG=節末

£Ďdu-gwe.

言-3SG.DEC

ほかのお前の身內は所有してゐるものを持つてくると言つた。

(114) £Ĺen

汝
£Ĺnal

何
£Ďkal*

物
£Ďi-ra-l=£Ďd=£

Ă
kene

取-FUT-1SG=QUOT=後 (DS)

£Ĺkan

見.INF

£Ĺmaune

地面
£Ďer-ge

移-2SG.CONJ(DS)

£Ďgapa

地
£Ĺmaun

地面
£Ďi

DEM

£Ďd-na-m=£Ďua

有-FUT-3SG=節末
£Ďdu-gwe.

言-3SG.DEC

お前は何を持つてゆかうと見下ろすと地がある [ばかりだ]と言つた。
(*£Ĺkal「物」は單獨では上昇型で發音されるが、£Ĺnal「何」に後續する際に £Ďkal と下降型で現れる。)

(115) £
Ă
en

汝
£Ďepal

人
£Ďyal

男
mol-£Ĺa-gi

居-FUT-2SG.DEM

£Ďkor-e

ADVRS-CONJ(SS)

£Ďkui

新
£
Ă
u

來.INF

£Ĺgaal

子供
£
Ă
kepl=(£Ĺ)kole

小=姿

£
Ă
p-re

行-CONJ(SS)

£Ĺgun

屈
£Ďbol

(被).INF

mol-£Ĺa-n=(£Ď)wa

居-FUT-2SG=節末
£Ďdu-gwe.

言-3SG.DEC

いつぱしの大人になるどころか、小僧つ子にもどつて身をかがめて (身を潛めて)ゐ
なければならないと言つた。

(116) £Ĺkal

物
£
Ă
ta

IRR

£Ĺye-ge

所有-2SG.CONJ(DS)

£
Ă
i+(£Ĺ)kl-a-n+(£

Ă
)a,

取 +NEG-FUT-2SG+EXPL

£
Ă
en

汝
£Ĺnal

何
£Ďkal

物

£Ďi-ra-l=£
Ă
d

取-FUT-1SG=QUOT

£Ďpl-e

思-CONJ(SS)

£Ĺgun

屈
£Ďbol

(被).INF

mol-£Ĺa-n=(£Ď)wa

居-FUT-2SG=節末
£Ďdu-gwe.

言-3SG.DEC

所有してゐるものがなくて持つてゆけないから、何を持つてゆかうと思つて、身を
かがめてゐなければならないと言つた。

(117) £
Ă
en

汝
£Ĺyel

如是
£Ďel-e=£Ĺpare

する-CONJ(SS)=後 (SS)

mol-£Ĺa-gi=(£
Ă
)rae

居-FUT-2SG.DEM=MK

£
Ă
u

來.INF

£Ďepal

人
£Ďyal

男

mol-£Ĺa-n=(£Ď)wa

居-FUT-2SG=節末
£Ďdu-gwe.

言-3SG.DEC

お前はそんな (我々が指示した)やうにして [豚や財產を持つて]ゐれば、いつぱし
の大人になれると言つた。
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(118) £
Ă
eku

後
£
Ă
ka

詞
£
Ă
ta

一
pai-£Ĺna-gwa

生起-FUT-3SG.SRD

£
Ă
en

汝
£Ĺkau*

演說
£
Ă
s-re

(打)-CONJ(SS)

£
Ă
ka

詞
£
Ă
d-re

言-CONJ(SS)

el-£Ĺa-ga

する-FUT-2SG.SRD

£Ĺne-n

父-2SG.POSS

£Ĺal-n

兄弟-2SG.POSS

£Ďi

DEM

pl-£Ĺa-m=(£Ď)wa

聞-FUT-3SG=節末

£Ďdu-gwe.

言-3SG.DEC

後々物入りの時、お前が演說をしたり物を言つたりする際には、お前の一族が聞く
ことになるだらうと言つた。
(*槍を持つて行つたり來たりしながら行ふ公の場での演說。)

(119) £
Ă
en

汝
£Ĺkal

物
£Ďi

DEM

£
Ă
ta

IRR

£Ĺye+(£Ĺ)kl-a-ga

所有 +NEG-FUT-2SG.SRD

£Ĺkau

演說
£
Ă
ta

IRR

£Ďs-na-ga

(打)-FUT-2SG.SRD

£Ďyopal

人

£Ďi

DEM

£Ďta

IRR

£
Ă
p+(£Ĺ)kl-a-m=(£Ď)wa

聞 +NEG-FUT-3SG=節末
£Ďdu-gwe.

言-3SG.DEC

お前に財產がなければ、演說をしても人は聞かないだらうと言つた。

(120) £
Ă
u

來.INF

£Ĺgaal

子供
£
Ă
kepl

小
£Ďna-n=£Ďua

行.FUT-2SG=節末
£Ďdu-gwe.

言-3SG.DEC

小僧つ子になつてしまふと言つた。

(121) £Ĺyel

如是
£
Ă
d

言.INF

£
Ă
ne

1NSG.EXCL

£Ďto-gwe.

與-3SG.DEC

我々はこんなことを言はれたもんだ。

(122) £Ďmol

居.INF

£Ĺpai

泊.INF

el-£Ĺa-pga

する-FUT-1PL.SRD

£
Ă
ka

詞
£Ďdu-gwi

言-3SG.DEM

£Ĺyel

如是
£Ďdu-gwe.

言-3SG.DEC

我々が暮らしてゆくことについての話はこんなことを言つたんだ。

(123) £
Ă
bo

砂糖黍
yal-£Ĺa-gi

植-FUT-2SG.DEM

£Ĺsuna

中
yal-£Ĺa-gi

植-FUT-2SG.DEM

£Ďyal-e

植-CONJ(SS)

£Ďbna

端
£
Ă
kole=£

Ă
kole

片方=片方

£Ďi

DEM

£
Ă
ta

IRR

£
Ă
ura

柔
£Ďd-na-gwa

(言)-FUT-3SG.SRD

£Ďi

DEM

£Ĺama

亦
£
Ă
yal-o

植-IMP

£Ďdu-gwe.

言-3SG.DEC

砂糖黍を植ゑる時は、眞ん中に植ゑるのは植ゑて、兩端は柔かいところがあればそ
こにも植ゑろと言つた。
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(124) £Ďkam

バナナ
kul-£Ĺa-gi*

植-FUT-2SG.DEM

£Ĺsuna

中
kul-£Ĺa-ga

植-FUT-2SG.SRD

£Ďkul-e

植-CONJ(SS)

£Ďbna

端
£
Ă
kole=£

Ă
kole

片方=片方

£Ďi

DEM

£
Ă
kul-o

植-IMP

£Ďdu-gwe.

言-3SG.DEC

バナナを植ゑる時は、眞ん中に植ゑるのは植ゑて、兩端に [も]植ゑろと言つた。
(*£Ďyal-は一般に「植ゑる」、£Ďkul-はバナナや蛸の木のほか換金作物を「植ゑる」。)

(125) £
Ă
omale

晝
mol-£Ĺa-ga

居-FUT-2SG.SRD

£Ďknan

飢
gol-£Ĺa-dae,

感-FUT-2SG.MK

日中にお前の腹が減つたら、

(126) £Ďyopal

人
£
Ă
ta

一
£Ďu-na-wdae

來-FUT-3SG.MK

£
Ă
bo

砂糖黍
£Ďbna

端
£
Ă
kole=£

Ă
kole

片方=片方
£Ďd-na-gwa

有-FUT-3SG.SRD

£Ďbal

刈.INF

£Ďt-o

與-IMP

£Ďdu-gwe.

言-3SG.DEC

[あるいは]人が來たら兩端にある砂糖黍を刈つてあげろと言つた。

(127) £Ĺsuna

中
£Ďd-na-gwa

有-FUT-3SG.SRD

(£Ĺ)kan

見.INF

£Ďkor-o

捨-IMP

£Ďdu-gwe.

言-3SG.DEC

眞ん中にあるのは置いておけと言つた。

(128) £
Ă
ka

問題
£
Ă
ta

一
pai-£Ĺral

生起-IMM

£Ďel-m+£
Ă
ia,

する-3SG+EXPL

£Ďepal

人
£
Ă
ta

IRR

gol-£Ĺa-m+(£
Ă
)ia,

死-FUT-3SG+EXPL

£
Ă
te

そして
£Ďepal

人

£Ĺapal

女
£
Ă
ta

IRR

£Ďi-na-m+£
Ă
ia,

取-FUT-3SG+EXPL

£Ďkomna

初
£Ĺkepa

薩摩芋
£
Ă
ta

IRR

ke-£Ĺral

炊-IMM

£Ďel-m+£
Ă
ia,

する-3SG+EXPL

物入りがありさうだとか、人が死ぬとか、それに人が女を娶るとか、野菜・薩摩芋
を炊かうとする*とか、
(*「野菜・薩摩芋を炊かうとする」は宴の準備を示唆する表現。)

(129) ke-£Ĺna-gwa

炊-FUT-3SG.SRD

£Ďikn=(£
Ă
)rae

時=MK

£
Ă
p

行.INF

£Ĺsuna

中
£Ďime

下方.あの
£
Ă
bo

砂糖黍
£Ďbl

大
yal-£Ĺa-ga

植-FUT-2SG.SRD

£Ďbal-e

刈-CONJ(SS)

炊くときには下の方の眞ん中の大きな砂糖黍を植ゑたのを刈つて、
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(130) £Ďkam

バナナ
£Ĺsuna

中
£Ďbl

大
kul-£Ĺa-ga

植-FUT-2SG.SRD

pai-£Ĺna-gwi

稔-FUT-3SG.DEM

£Ĺda

覆.INF

£Ĺpal-go

着-2SG.CONJ(DS)

£Ďbol

熟
ye-£Ĺna-gwi

有-FUT-3SG.DEM

£Ĺwe-re

伐-CONJ(SS)

£Ĺkau

擔.INF

£
Ă
yu

持つて來る.INF

£Ďyopal

人
£Ďi

DEM

£Ďt-o

與-IMP

£Ďdu-gwe.

言-3SG.DEC

眞ん中にバナナの大きなのを植ゑたのが生つたのを、覆つておいたら熟したのを伐
つて、擔いできて人にあげろと言つた。

(131) £
Ă
en

汝
£Ďyopal

人
£Ďyal

男
mol-£Ĺa-n=(£Ď)wa

居-FUT-2SG=節末
£Ďdu-gwe.

言-3SG.DEC.

立派な人になれると言つた。

(132) £Ĺyel

如是
£Ďdu-gwe.

言-3SG.DEC

さう言つたもんだ。

(133) £Ĺana

さて
£Ďmol

居.INF

£Ĺpai

泊.INF

el-£Ĺa-gwa

する-FUT-3SG.SRD

£Ďdu-gwa

言-3SG.SRD

£
Ă
d

言.INF

£Ďkor-krae.

COMPL-1SG.MK

さて、人が暮らしてゆく話は話し終はつたね。

(134) £Ďkunl

盜
£
Ă
ka

詞
£Ďdu-gwa

言-3SG.SRD

£
Ă
d

言.INF

£Ďkor-krae.

COMPL-1SG.MK

盜みの話を話し終はつた。

(135) £Ĺana

さて
(£Ĺ)su

二
£
Ă
i

DEM

£Ďdu-gwa

言-3SG.SRD

£
Ă
d

言.INF

£Ďkor-ke.

COMPL-1SG.DEC

さて、この二つについての話を話し終はつた。

(136) £
Ă
eku

後
£Ďmol

居.INF

£
Ă
u

來.INF

£Ďyopal

人
£Ĺna-pga

行.FUT-1PL.SRD

£Ďkrn

訓
£Ĺkaman

話
£
Ă
ne

1PL.EXCL

£Ďto-gwa=£
Ă
mere

與-3SG.SRD=について
£Ďmala

近
£
Ă
d

言.INF

£Ďkor-ki.

COMPL-1SG.DEM

我々が後々育つて大人になることについて敎へられたことについて、ちやうど話し
たところだ。
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(137) £Ĺyel

如是
£
Ă
d

言.INF

£
Ă
ne

1NSG.EXCL

£Ďto-gwe.

與-3SG.DEC

我々はこんな風に言はれたものだ。

2.2 テキスト全譯

我々が昔、兩親と一緖に暮らしてゐたころ、子供を生み、[子供が成長したら]男の家に
やつて、訓話を聞かせる際には、男の家に三箇所火を焚いたものだ。さうして、子供に竝
ぶやうに言ふ。子供は寢臺の板を外してきて、寢臺の板を外してきて爐端のぐるり全てに
置いて、我々が爐端のぐるりに坐り終はると、男が話を始める。
最初に話すことは、昔、盜みをはたらくことについてだつた。「盜みはするな」と。大人

(既婚)になつたら他人の妻を誘つてはならない、不貞をはたらいてはならないと。このや
うに敎へられ、「そんなことをすると、諍ひ・面倒を起こすことになる」と言はれた。「決
してそんなことはしてはならない、愼め」と。
そして、川に降りて行く時には大聲を出すなと。大聲を出して步くと、盜みをはたらく

やうな者は後ろからこつそりやつて來て、人の物を手にして持ち去つて、[その人の足跡が]

お前の足跡と混ざつてしまふと、[犯人を探す者が]その足跡をつけて家にやつて來て、お
前は身に覺えがなくとも豚で償ひ (£Ĺkui)をすることになる、償ひ (£Ďkumap)をすることにな
ると。下の方で無駄口を叩いて步くな、靜かに步けと言はれた。
さて、上の方、女が芋を洗ふところに行く際には、山で柴刈をして歸つて來る時など、

山で聞くに、人が、女子供が下の方で芋を洗ふ音がしたら、「あー」とか「おい」とか言つ
たり歌を歌つたりして、ごちやごちや言ひながら道を行くものだと言はれた。お前が來て
も、その人は物音を聞いて、あられもない姿で油斷してゐたとしても裝ひをかき合はせて、
かき合はせてゐたならば、お前が來るといふときにも叫ぶことはないと。その人が知らず
にをれば、お前が思ひ耽つて (聲も立てずに)下りて行つて出くはした時に、「お前、わたし
のモノを見たね」と言つて叫ぶから、お前は豚で賠償し、また金錢をもやるはめになると。
金錢をやるはめになると。こんなことはするなと。お前が來る際に上手で聞くに、女が下
手の川にゐる氣配がしたら「あー」とか「おい」とか言つたり、咳拂ひをしたりしながら
下りてゆけば、その人も聞いて (身だしなみを)整へるのだと。一つはさういふことを言は
れた。
ほかには、お前の兄さんの住む家に夫が出かけてしまつて家が留守の時に、お前が柴刈

をして括つて肩にかけて行く場合は、肩にかけて運んで來たら (その家の)外に下ろしてし
まつてお前は男の家に歸れと言はれた。女の家の中で柴を下ろして留まるなと。留まると、
住んでゐる女が歸つて來るだらう? 女が來たら、女といふのは惡い考へをもつものだから、
來てお前のことを押し倒すと。押し倒されたら、[姦通の]裁判をすることになると。豚で
償ひをすることになると。財產を渡すことになると。そんなことはするなと。お前は、上
の方の男の家に行つて [そこに]ゐろと。その人 (嫂)は歸つて來て見るに、柴が (外に)置い
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てあれば見付けて、芋を炊いたら呼び聲を上げて、お前に芋を炊いてくれるのだから、男
の家に持つて來てお前にくれたら⻝べて、そして日が暮れたら未婚の女の子の親しいのが
泊まつてゐるところにでも、歌垣をして過ごしに行けと。そして、お前は女の家に柴を下
ろして居付くなと。
一つはさういふことを言はれた。
ほかには、下の方 [の畑]で他人が、砂糖黍にバナナ、野菜と薩摩芋と、赤い蛸の木の實

と、南瓜と、パパイヤ、といつたものを持つてゐたら、行つて手を付けるなと言つた。お
前が自分で持つてゐるものを取つて⻝べろと。他人の下の方の所有物に、行つて手を付け
て取つたら、その人が下りて行つて、無くなつてゐるのを見たら、「俺が持つてゐたものは
誰が取つたんだ?」と行つて聲を上げたら、見守つてゐる人の中から「この男が [そちらへ]

行つたからな。取つたに違ひない。」と言ふのが出て、財貨で贖ふことになると。人のもの
は全く見もするな、手に取るなと。下の方に行つて、[畑に]なにかなつてゐるのを見たら、
お前は避けて、他所に行きなさいと。見たら放つておけと。手を付けて取るなと。我々は
さう言はれた。手を付けて取つたら賠償することになると。償ひをすることになると。
さて、ほかには、こんなことを言つた。お前は子供ではなく大人 (既婚男性)になる存在

だ。女を娶つた時には仕事にもうんと力を入れろと。堀棒・スコップを持つて汗をかいた
ら嚙み飛ばして仕事しろと。さうしていつて、仕事 (耕作)が端の方まで進んだら、薩摩芋
も入り雜じり野菜なども入り雜じり、山程できると。山程できたら、人が來た時に穫つて
きて炊いてあげられる (程になる)と。物入りがあつたら砂糖黍・バナナがなつてゐるのを
刈ることができると。野菜・薩摩芋を掘れると。ずつと [畑を]掘つていつて、人にあげら
れる (程たくさんできる)と。人が來たら、お前の奧さんが炊いて持つて來て、お前は柴を
刈つてきておいて、柴を刈つて家に入れて置いておいたら、奧さんが炊いて、[そこに]人
が來たら全部あげろと。[人に]あげてゐれば、幸せになれると。お前が [人に]あげなけれ
ば、人はお前を論ふ; 陰口をきくと。[その人はお前の家を]出て行つてから、「[あいつは]

惡い人だ」と、かう言ふだらうと。よくしてやれと。
さて、我々はこんなことを言はれたもんだ。
下の方で畑仕事をして囘る時は、耕し終はつたら、柴を刈つて [肩から]下げて、肩から

下げたら下げておいて、紐になるものを取つて、取つ手をつけて [肩から]下げて、そして
長いのがあれば肩に擔いでこいと。着いたら、[肩から]下げてきたのは女の家にやれと。
擔いできたのは男の家に持つて行つて、薪割りして火を焚くのがいい、薪割りしろと。さ
うすれば、女は歸つてきて柴があるのを見たら野菜・薩摩芋を掘つて來たのをすぐに炊け
るから、お前は晝間のうちに⻝事ができると。女が下の方 (女の家)で見るに、薩摩芋を掘
つて歸つてきて、見るに柴がなければ、柴に困つて長いこと經つてから改めて柴刈りをし
ようと出步くうちに、日が暮れると。我々はこんなことを言はれたもんだ。お前は、上の
方の男の家に、薪を持ち込んで、薪を割つて火を焚いて男の家にゐて、暖かくしてゐられ
るのがいいだらうと。お前が柴刈りをして持つて來て男の家で火を焚くといふことをしな
ければ、お前の家は軒先まで冷えてしまふと。冷えたら「薪、薪」と探して、他人の家に行
つて立ち入ることになると。これは燃えさしを人の家で集めるやうな輩と言ふのだと。こ
んなことはするなと。
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我々はこんなことを言はれたもんだ。
豚を買ふときには、豚は雌豚なら二匹買へと。雄豚を飼ふなら一匹飼へと。雌豚を二匹

飼へば、大きくなつたら仔を產んで、一方は五匹を產むと。もう一方は六匹、七匹を產む
と。產んだのはお前のものだから、お前の下の方の畑 (耕し植ゑたところ)で薩摩芋を⻝べ
るだらう。豚が大きくなつたら、肥えて大きくなると。物入りの時には一匹屠つて調理で
きると。宴 (慶弔の集まり)があつても屠つて調理でき、不幸があつても一匹屠つて調理で
きると。[屠らずにゐる豚が]まだゐれば、婚姻儀禮があつて、女を娶らうとする者があれ
ば、[豚を]一匹紐を括つて連れてこられると。いろんなことが起こつた時に、豚がゐれば、
事を行ふのに良いと。これ (豚)がゐなければ、お前が豚を買つて飼はなければ、お前が豚
や他の財產を持つてゐなければ、(人は)お前のことを論ふが、お前が見上げると空がある
[ばかりだ]と。ほかのお前の身內は所有してゐるものを持つてくると。お前は何を持つて
ゆかうと見下ろすと地がある [ばかりだ]と。いつぱしの大人になるどころか、小僧つ子に
もどつて身を潛めてゐなければならないと。所有してゐるものがなくて持つてゆけないか
ら、何を持つてゆかうと思つて、身を潛めてゐなければならないと。お前はそんな (我々が
指示した)やうにして [豚や財產を持つて]ゐれば、いつぱしの大人になれると。後々物入
りの時、お前が演說をしたり物を言つたりする際には、お前の一族が聞くことになるだら
うと。お前に財產がなければ、演說をしても人は聞かないだらうと。小僧つ子になつてし
まふと。
我々はこんなことを言はれたもんだ。我々が暮らしてゆくことについての話はこんなこ

とを言つたんだ。
砂糖黍を植ゑる時は、眞ん中に植ゑるのは植ゑて、兩端は柔かいところがあればそこに

も植ゑろと。バナナを植ゑる時は、眞ん中に植ゑるのは植ゑて、兩端にも植ゑろと。日中
にお前の腹が減つたら、[あるいは]人が來たら兩端にある砂糖黍を刈つてあげろと。眞ん
中のは置いておけと。物入りがありさうだとか、不幸があるとか、それに人が女を娶ると
か、野菜・薩摩芋を炊かうとするとか、炊くときには下の方の眞ん中の大きな砂糖黍を植
ゑたのを刈つて、眞ん中にバナナの大きなのを植ゑたのが生つたのを、覆つておいたら熟
したのを伐つて、擔いできて人にあげろと。[さうすれば]立派な人になれると。さう言つ
たもんだ。
さて、人が暮らしてゆく話は話し終はつたね。盜みの話を話し終はつた。さて、この二

つについての話を話し終はつた。我々が後々育つて大人になることについて敎へられたこ
とについて、ちやうど話したところだ。我々はこんな風に言はれたものだ。

略號

{...} 言ひ誤り
[...] 補ふべき表現
= 接語境界 (ゆるい)

+ 接語境界 (かたい)

# 語彙的句內境界

上付きローマ字 實際の發話で脫落した分
節音

聲怖 實際の發話でサンディーを起こした
聲調の基底の聲調

1 first person一人稱
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2 second person二人稱
3 third person三人稱
ADVR adverbialiser副詞化
ADVRS adversative逆接
COM comitative共格
COMPL completive完了
CONJ conjunctive接續
DEC declarative平敍法
DEM demonstrative指示詞
DEST destinative行先
EXCL exclusive除外
EXPL explicative說明法
FUT future未來
IMM imminent將然
IMP imperative命令

INF infinitive連用形
INT interrogative疑問
IRR irrealis反實
LOC locativiser場所化
MK mutual knowledge共有知識
NEG negative否定
NSG non-singular非單數
NVS non-visual sensory非視覺證據
PERM permissive許可法
POSS possessive所有
QUOT quotative引用
RED reduplicant重複形
SG singular單數
SRD subordinative從屬法
SS same subject同主語

參考文獻

千田俊太郎 (2002)「ドム語の所有を表はす表現」，『京都大学言語学研究』，21，337–367．
(2013)「ドム語第二ドム方言」，『ありあけ　熊本大学言語学論集』，12，1–30．

(ちだしゅんたらう、京都大學大學院文學硏究科)

28


	はじめに
	昔の敎へ
	語釋付きテキスト
	テキスト全譯


